
東海市地域公共交通会議

会長　佐治　錦三　　殿

中 部 運 輸 局 長

 （ 公 印 省 略 ）

　日頃より国土交通行政にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、先般報告された標記事業にかかる一次評価について、これを基に二次評価を行ったため、別

紙のとおり通知します。

なお、二次評価結果は協議会等において共有するとともに、次年度以降の計画等に反映いただくよ

うお願いします。

 【問合せ先】
　　　中部運輸局交通政策部　交通支援室
    　　　　　      TEL：052-952-8050

中 運 交 企 第 １ ５ ６ 号

令 和 3 年 3 月 1 日

令和２年度地域公共交通確保維持改善事業の二次評価について（通知）
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・令和2年10月に改訂したダイヤ等について、利用状況等を分析し、今後の利用促進を図ることを期待します。
・広域路線の維持等、近隣市町と連携した取組が行われることを期待します。
・バスロケーションシステムの導入、GTFS化への対応等、利用者の利便向上が図られることを期待します。

二次評価結果

　評価できる取組

・コミュニティバスの朝夕ダイヤを設定（令和2年10月～）するなど、地域にあった改善を図っていることが確認で
きました。
・小学生や高齢者、園児の保護者を対象にバスの利用促進を図る取組を行っていることが確認できました。

　期待する取組

評価対象事業

東海市地域公共交通会議

地域内フィーダー系統

（別紙）中部運輸局二次評価結果 令和３年３月１日付け中運交企第１５６号通知

自治体・協議会名



（別添１）

協議会名： 令和　　年　　月　　日

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【補助対象となる事業者
名等の名称を記載】

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間、整備
内容等を記載（陸上交通に係る確保維持事業に
おいて、車両減価償却費等及び公有民営方式車
両購入費に係る国庫補助金の交付を受けている
場合、離島航路に係る確保維持事業において離
島航路構造改革補助（調査検討の経費を除く。）
を受けている場合は、その旨記載）】

【事業評価の評価対象期間
において、前回の事業評価
結果をどのように生活交通
確保維持改善計画に反映さ
せた上で事業を実施したか
を記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に基づく事業が適切に実
施されたかを記載。計画どおり
実施されなかった場合には、理
由等記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に位置付けられた定量的
な目標・効果が達成されたかを、
目標ごとに記載。目標・効果が
達成できなかった場合には、理
由等を分析の上記載】

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記
載。改善策は、事業者の取り組みだけでなく、地
域の取り組みについて広く記載。特に、評価結果
を生活交通確保維持改善計画にどのように反映
させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載
すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその
旨記載

北ルート　※フィーダー補助なし
循環バスの利用者数
目標：16万人
実績：13万5千人

中ルート
循環バスの利用者数
目標：14万2千人
実績：12万2千人

南ルート
循環バスの利用者数
目標：14万人
実績：11万4千人

【総括】
循環バスの利用者数
目標：44万2千人
実績：37万1千人
【目標が達成できなかった理由】
新型コロナウイルス感染症によ
る緊急事態宣言の影響により、
R02.03月～5月に利用者数が著
しく落ち込んだため。なお、運行
便数の減少及び変更等を行うこ
となく、生活交通として移動手段
の確保は行われたもの。

東海市地域公共交通会議

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

　地域公共交通会議内で、生活
確保維持改善計画や改善事業
について協議し、目標や効果等
も確認しながら、委員の了解を
得て策定・実施している。
　また、事業終了後には同会議
で報告を行い、今後の課題や、
目標についても協議を行ってい
る。
　このことから、会議内では事業
が適切に実施されていると考え
る。

　聚楽園駅前を起終点とする
　23.9㎞

　太田川駅前を起終点とする
　23.9㎞

　加木屋デイサービスセンター
  を終起点とする
　22.8㎞

　加木屋デイサービスセンター
  を終起点とする
　22.3㎞
※車両減価償却費の補助あり

知多乗合株式会社 B

　R01.10～R02.9のコミュニティバスの
年間利用者数は37万1千人であり、コ
ロナ禍による情勢の変動もあったこと
から、前年実績に比べて7万2千人減
少している。
　減少については、利用者数と運賃収
入の割合から鑑みて、無料で循環バス
を利用している高齢者等が緊急事態
宣言の際に外出を控えたものと考えら
れ、宣言解除後の6月以降は回復傾向
にある。
　R02.10から改正を行う循環バスの改
正案については、広報誌や回覧板等を
利用して市民に対する周知を行い、パ
ブリックコメントを実施した。また、改正
に伴う朝夕ダイヤの新設に併せて、通
勤通学利用者をメインターゲットとし
て、定期券制度の導入を予定してい
る。
　また、インターネット環境下でバスの
現在地情報を確認することの出来る静
的バスロケーションシステムを導入す
ることに伴い、GTFS 化を実施予定。

　より利用しやすく充実した
公共交通となるよう、地域内
フィーダー系統のルート改正
やダイヤの見直しに向けた
協議を実施した。
　ダイヤ改正について、高齢
者に対するバスの乗り方教
室に併せて概要説明の実施
を検討していたが、コロナ禍
による影響を受け、中止と
なった。
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（別添１－２）

令和　　年　　月　　日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

東海市内には、名古屋駅と中部国際空港を連絡する名鉄常滑線と、太田川駅と知多半島の南端を連絡する名鉄河和線により、南北の公共交通基幹軸が、隣接する
大府市と太田川駅を連絡する独自路線バス（上野台線・横須賀線）により、東西の公共交通基幹軸が形成されている。これらに対し、市内の各拠点及び公共施設や住
宅地域を結びながら東西・南北の公共交通基幹軸を地域的に補完し、地域内フィーダー交通という形で、循環バスによる市内の生活交通ネットワークが形成されてい
る。

地域内フィーダーである循環バスの状況として、R01.10～R02.9中の乗車人数は、37万1千人とコロナ禍の影響もあり、落ち込んだ。また、平成２５年度に実施したバス
利用者及び市民アンケートでは、市民の８２パーセントがバス交通は必要であると回答している。
しかし、地域間幹線系統である横須賀線については、沿線にある高校生の利用減少等の理由から収益が伸び悩み、平成２８年度（H28.4～H29.3）には一部路線が廃
止となるなど、路線維持が難しくなってきており、喫緊の課題となっていたが、近年利用者の増加が見られるようになってきた。

本市の中心的交通結節拠点である太田川駅周辺には、東海市芸術劇場のような大型文化施設を始め、大学、商業施設なども整備されています。また、こうした施設
に訪れる人だけではなく、２０２７年のリニア中央新幹線の開通にあわせて、新たな人の動きも生まれ、より一層の「にぎわい」が創出されることも予想される。
バス交通については、今後も多くの人口流入が予想される本市にとって重要な公共交通であるため、今後も、平成２７年度に策定した東海市地域公共交通網形成計
画を推進しながら、利用者の利便性向上を図り、さらなる持続可能な公共交通体系の構築を目指しているところである。

東海市地域公共交通会議

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金



愛知県バス対策協議会

会長　中川　喜仁　　殿

中 部 運 輸 局 長

 （ 公 印 省 略 ）

中 運 交 企 第 １ ５ ６ 号

令 和 3 年 3 月 1 日

令和２年度地域公共交通確保維持改善事業の二次評価について（通知）

　日頃より国土交通行政にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、先般報告された標記事業にかかる一次評価について、これを基に二次評価を行ったため、別

紙のとおり通知します。

なお、二次評価結果は協議会等において共有するとともに、次年度以降の計画等に反映いただくよ

うお願いします。

 【問合せ先】
　　　中部運輸局交通政策部　交通支援室
    　　　　　      TEL：052-952-8050
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・輸送実績で15人割れとなっている系統、平均乗車密度が極めて低い系統について、協議会として詳細な分析
を進めるとともに、運行事業者、沿線自治体など関係者と協働して具体的な改善策の検討をお願いします。
・協議会として地域間幹線系統に係る方針・考え方を整理し、それに基づいて計画の位置づけや事業の実施を
して頂くようお願いします。
・地域公共交通の確保・維持に向けては、地域公共交通計画における位置づけが重要であるため、必要に応
じて圏域で作成いただくか、現在計画がない市町村への対応の検討をお願いします。

二次評価結果

　評価できる取組

・新型コロナウイルス感染症に関する公共事業者に対し、感染防止対策や運行継続に向けた支援を行ったこと
を評価します。

　期待する取組

評価対象事業

愛知県バス対策協議会

地域間幹線系統

（別紙）中部運輸局二次評価結果 令和３年３月１日付け中運交企第１５６号通知

自治体・協議会名



Ａ
Ｂ
Ｃ

C

Ａ ➝

B ➝

C ➝

Ａ ➝

B 1 ➝

B 2 ➝

C ➝

2年度

88,839

4.0

49.6

60.7%

2020年6月4日及び6月5
日実施のOD調査結果を
もとに算出

《参考数値・情報》　その他、運行改善や利用促進に参考となる数値・情報

運営主体《断面輸送量、競合系統合算断面輸送量、主な停留所乗降者数等》(△) 沿線市町村《沿線の状況等、すべての沿線市町村一括記載》(□）
大府駅前：およそ150人/日
尾張横須賀駅：およそ50人/日
市町境の断面輸送量は上記のとおり

JR大府駅乗車人員（H30年度、知多半島の統計 令和元年版）：14,753人/日
名古屋鉄道尾張横須賀駅利用者数（R元年度）： 1,992,214人※
名古屋鉄道高横須賀駅利用者数　 （R元年度）： 1,113,027人※
東海市循環バス中ルート輸送人員（R2年度）：122,562人
東海市循環バス南ルート輸送人員（R2年度）：114,388人
大府市循環バス東コース輸送人員（R2年度）：23,332人
大府市循環バス西コース輸送人員（R2年度）：22,203人
大府市循環バス南コース輸送人員（R2年度）：29,518人
大府市循環バス中央コース輸送人員（R2年度）：50,154人
※名古屋鉄道駅利用者数は会計年度（4月～3月）

大府市、東海市ともに高等
学校近くに停留所があること
や、鉄道駅を結ぶことによる
通勤・通学利用者が多い。ま
た、所轄の警察署まで行く手
段でもある。

知多バス上野台線と共に、
東海市と大府市を結ぶ重要
な公共交通手段であり、通
勤・通学等の利用がみられ
る。

市町村を跨ぐ
利用者数(△)

3,658 人/月
市境をまたぐ利用が5割以上あり、広域的な
路線の役割をはたしている。

市町村名： 大府市

全利用者に
占める率(△)

53.8 ％

特記
事項

複数市町村を跨ぐ系統としての役割
指標(市町村を跨いでの利用) 利用状況及び所見(△) 住民の利用状況(□) 住民の利用状況(□) 住民の利用状況(□)

市町村名： 東海市 市町村名：

市町村の所見、理由分析、認識(□) 市町村の所見、理由分析、認識(□)評価の基準

市町村名： 東海市 市町村名：年間目標利用者数を達成できた場合

各主要指標とも前年度から順調に増加している。
今後も、継続的な利用促進策を図る必要がある。

A

目標 85,850 前年と比べて利用者数は増加した。目標の数値にも達成し
目標比の103.4％であった。今後もより一層、利用促進を図る
必要がある。

市町村名： 大府市

結果 88,839 各主要指標について概ね前年から増加し、年間利用者数が
目標を達成している。
一方、収支率が前年より大幅に低下している。これは、新型コ
ロナウィルス感染症の影響等によるものと推察する。
いずれにしても、地域間幹線系統路線としての重要な公共交
通サービスを維持していくため、利用促進策等の継続した取
組が必要である

特
記
事
項

年間目標利用者数は達成できなかったもの
の、目標の75％以上の利用があった場合

年間目標利用者数は達成できなかったもの
の、目標の50％以上の利用があった場合

年間利用者数が目標の半数に満たなかった場
合

目標・効果達成状況

評価 目標の達成状況(△) 運営主体の所見、理由分析、認識(△) 市町村の所見、理由分析、認識(□)

系統廃止に至る場合

収支率（実績） 59.9% 78.3%

輸送量（実績） 39.6 37.2 47.1 48.3

3.0 3.8 3.9

計画どおりか。そうでない場合は理由
年間利用者数【人】 72,032 65,561 85,243

79.0%

＜接続する系統＞

東海旅客鉄道東海道本線・武豊線
名古屋鉄道常滑線
名古屋鉄道河和線

＜接続される系統＞

知多乗合大府線
東海市循環バス
大府市循環バス

２．R1年度の運行状況

事業実施の適切性 評価の基準

回

《参考数値》　　主要指標の推移(△)
計画どおり運行されたか(△) 事業計画どおりの運行回数が確保

されている場合 年度 28年度 29年度 30年度 元年度
評価

87,009

Ａ

事業計画どおり運行回数が確保され
ている

車両故障等運行事業者の責にすべ
き事由により、運休（一部区間の運
休を含む）が生じた場合

平均乗車密度（実績） 3.2

※ 「細系統」には、補助上同一系統とみなされている系統について、系統ごとの情報を記載(系統名、区間は他の系統と違いが分かるよう記載)

接続の状況(△□) 模式図(△□)

km

大府駅前・尾張横須賀駅 8.2km 12.4回

km 回

令和２年度補助系統別事業評価票（横須賀（Ａ）線）

１．補助系統の概要(△)

系統名 運営主体 運行事業者 区間 キロ程 運行回数 関係市町村
大府市・東海市

細
系
統

km 回

横須賀（Ａ） 知多乗合(株) 知多乗合(株)

様式

尾張横須賀駅

大府駅前

東
海
旅
客
鉄
道

東
海
道
本
線

名
鉄
常
滑
線

尾張横須賀

大府

東海市 大府市

武
豊
線

名
鉄
河
和
線

高横須賀

(横須賀A線)補助系統別評価票R2.xlsx
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※適宜、セルの結合を変えて利用してください

（R2年度）
大府市循環バス東コース輸送人員：23,332人
大府市循環バス西コース輸送人員：22,203人
大府市循環バス南コース輸送人員：29,518人
大府市循環バス中央コース輸送人員：50,154人

（R2年度）
東海市循環バス中ルート輸送人員：122,562人
東海市循環バス南ルート輸送人員：114,388人

通信欄 （この欄は関係者間で付記したいことや特記事項がある場合に利用する。県バス対策協議会事務局からの依頼事項についても記載する。）

市町村名： 大府市

自己評価

「大府市地域公共交通計画」はR2年10月1日策定
のため、R2年度は当計画期間外ではあるが、計画
目標に向けて、より一層の利用促進に向けた取組
を進める必要がある。

目標としている利用者数を上回っているものの、東
海市内の乗降客数は多くないため、利用促進に
向けた取り組みを継続する必要がある。

市町村名： 東海市 市町村名：

７.補助系統に接続するフィーダー系統の利用・接続状況

沿線市町村(□) 沿線市町村(□) 沿線市町村(□)

６．地域公共交通網形成計画に記載した補助系統の目標と評価

沿線市町村(□) 沿線市町村(□) 沿線市町村(□)

目標

市町村名： 大府市 市町村名： 東海市 市町村名：
会計R6年度目標値
知多バス横須賀線利用者数：250人/日

平成２６年度の利用者数の水準を維持
（市内路線バス利用者数：367,000人/年）
（横須賀（Ａ）線利用者数： 53,996人/年）

市町村名：
横須賀(A)線のPR活動を継続するとと
もに、路線バスにおける利用者増加
策を三者で模索する。

東海市の時刻表を配布する際に、路
線バスの時刻表を併せて配布する。
また、路線バスにおける利用者増加
策を三者で模索する。

注. 評価にＢ、Ｃがある系統（市町村にあっては、目標の達成状況に関しての評価がＢ、Ｃ）、又は平均乗車密度が3.0を下回る系統については、具体的な取組内容と収
支率の目標値を記載すること。

R2年度、
R3年度に
行う取組

2020年度中に当社ホームページの刷
新を行い、利用者の利便性向上に関
する取組みを進める。また、利用しや
すいダイヤ設定とその周知を継続し
て行う。

市町村名： 大府市 市町村名： 東海市

５．今後の取組

課題に対応した取組、その他の利便性の向上、利用促進の取組

取組時期 運営主体の取組(△) 市町村の取組(□) 市町村の取組(□) 市町村の取組(□)

大府市循環バス・東海市循環バス・知多
乗合株式会社路線バス等の相互利用促
進に向けた取組が必要である。

東海市・大府市・知多乗合株式会社の三
者が連携し、利用促進に向けた取り組み
が必要である。

新型コロナウィルス感染症の影響によ
り、路線バスの利用者数が減少傾向に
あるため、一層の利用促進に向けた取
組を進める必要がある。

市町村名： 大府市 市町村名： 東海市 市町村名：

４．今後の課題

課題と認識している事項

運営主体(△) 沿線市町村(□) 沿線市町村(□) 沿線市町村(□)

相互利用促進のため、大府市
循環バスの路線図・時刻表に
横須賀(A)線への乗継箇所を
明示し、公共施設窓口及び市
内主要施設へ配置した。

東海市のホームページに知多
乗合や近隣自治体ホームペー
ジのリンクを行い、他のバスへ
の乗り換えについて周知を
行った。

改善点とした事項(△)

ホームページ、広報誌を活
用したＰＲ、時刻表の掲載等

関係者の連携等(△□) そ
の
他
の

取
組

沿線施設等への路線周知等を行
い、施設利用者のバス利用促進
に努めた。

Ａ 事
業
評
価
を
踏

ま
え
た
取
組

　沿線自治体と連絡し、広報等に
路線時刻表を掲載する等の取組
みを展開した。

市町村名： 大府市 市町村名： 東海市 市町村名：

３．R1年度の取組状況

直近の事業評価結果(△) 運営主体の取組(△) 市町村の取組(□) 市町村の取組(□) 市町村の取組(□)

(横須賀A線)補助系統別評価票R2.xlsx



【交通圏】
(平均
乗車密

Ｒ２
実績

Ｒ２
計画

⑦事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

⑥複数市町村を跨ぐ系統/
幹線系統としての役割

運営
主体

運行
事業者

②事業概要
①補助対象事
業者等

⑤目標・効果達成状況

④事業実施の適切性
③前回（又は類似事業）
の事業評価結果の反映

状況
収支率(％)輸送量(人)

Ｒ２
実績

Ｒ１
実績

(運行
回数)

系統名 運行区間

【計画目標指標：利用者数】
Ａ：達成
Ｂ：未達成
Ｃ：目標の半数にも満たず

06東海・
半田・大
府・常滑・
美浜

Ａ Ａ

06東海・
半田・大
府・常滑・
美浜

Ａ Ａ

06東海・
半田・大
府・常滑・
美浜

Ａ Ａ

06東海・
半田・大
府・常滑・
美浜

Ａ Ｃ

06東海・
半田・大
府・常滑・
美浜

Ａ Ｂ

大府市、東海市ともに高等学校近く
に停留所があることや、鉄道駅を結
ぶことによる通勤・通学利用者が多
い。また、所轄の警察署まで行く手
段でもある。

《地域的・フィーダー的系統》
知多乗合（大府線）、東海市循環バ
ス、大府市循環バス

町を跨ぐ利用者は、月平均4,960人
で全体の69％を占めており、広域
的な路線の役割を果たしていると
考えられる。大部分は、鉄道駅（河
和駅）の利用や通院・通学、沿線の
総合病院への通院と考えられる。
知多南部地区の重要な公共交通手
段の一つである。

《地域的・フィーダー的系統》
（南知多町）海っ子バス（西海岸線）

市町をまたぐ利用者は月平均372
人で全体の約9％にとどまる。市町
境が終点近くに位置することから、
大半の旅客は常滑市内の利用であ
るが、市町境をまたぐ利用が一定
数あり、広域的な路線の役割を果
たしている。
《接続する幹線的系統》
名古屋鉄道常滑線、知多新線、知
多乗合（半田・常滑線）

2020年度中にホームページの
刷新を行い、利用者の利便性
向上に関する取組を進める。
また、沿線市の常滑市では、
路線バス運賃助成制度を試行
的に継続実施するとともに、広
報誌や市のホームページの活
用により、利用促進に努めてい
く。

南
知
多
町

知
多
乗
合
㈱

知
多
乗
合
㈱

知
多
乗
合
㈱

知
多
乗
合
㈱

レ
ス
ク
ル
㈱

知
多
乗
合
㈱

知
多
乗
合
㈱

大
府
市

知
多
乗
合
㈱

42

横須賀(Ａ)

59

海っ子バス
(豊浜線)

事業計画どおり運行回数
が確保されている。

40

常滑南部
(Ｂ)

師崎港～河和
駅

ホームページ、広報誌を
活用したＰＲ、時刻表の掲
載、企画切符の販売、無
料デー等を実施するととも
に、沿線町営バスとの乗り
換え案内など公共交通利
用の呼びかけを住民に
行った。

大府駅前～尾
張横須賀駅

沿線市が運行するバスの
路線図・時刻表に横須賀
線への乗継箇所を掲載
し、広く周知を図った。

41

師崎

河和駅～師崎
港

79.0

34.5

60.7

22.3

2.6

3.3 41.5 34.1

目標：41,600
実績：70,828（170.3％）
※前年度比109.8％

2020年4月1日より、常滑
市路線バス運賃助成事業
を開始したことや、常滑市
民病院への速達性等を考
慮したダイヤ改正により、
利用者数が増加したと考
えられる。

49.9

31.8

35.534.9

2.3

10.0

6.817.0

50.0

目標：46,000
実績：15,837（34.4％）

令和元年10月の路線再編
の影響により、前年度に
比べて利用が減少してお
り、さらに新型コロナウイ
ルスの影響を受け、大きく
落ち込んだ。

1.5

4.0

0.9

常滑市民病院
～上野間駅

沿線自治体と連携し、広
報等への時刻表の掲載な
どを行った。沿線の常滑
市では高齢者を中心とし
た運賃助成制度を試行的
に開始した。

事業計画どおり運行回数
が確保されている。

24.0

ホームページや広報によ
り、路線改正に伴う利便性
向上に関するPRを行うと
ともに、時刻表を大府市内
の公共施設に加えて、沿
線の豊明市役所、名鉄前
後駅に配架した。

17.0 26.0

48.1

目標：72,400
実績：70,733（97.7％）
※前年度比86.8％

新型コロナウイルスの影
響により、通学・観光目的
での利用が減少したと考
えられる。

目標：88,700
実績：95,858（108.1％）
※前年度比105.9％

南知多町から河和駅への
通勤・通学旅客が増加し
たものと考えられるが、今
後もより一層、利用促進を
図る必要がある。

事業計画どおり運行回数
が確保されている。

町を跨ぐ利用者は、月平均2,730人
で全体の75％を占めており、広域
的な路線の役割を果たしていると
考えられる。
町境を超える病院への通院や鉄道
駅（河和駅）の利用が多い。

《地域的・フィーダー的系統》
（南知多町）海っ子バス（西海岸線）

目標：85,850
実績：88,839（103.5％）
※前年度比102.1％

沿線施設の利用にあわせ
たダイヤ改正を行ったこと
により利用者が増加したも
のと考えられる。

52.0

沿線の南知多町と連携し
ＨＰ等に時刻表を掲載す
るとともに、町内で開催し
たタウンミーティングでの
意見等の情報を共有し
た。また、通学定期券の販
売や町民感謝デーなどを
実施した。

事業計画どおり運行回数
が確保されている。

43

大府市循
環バス（北
コース）

共和駅東～名
鉄前後駅～共
和駅東

事業計画どおり運行回数
が確保されている。

－

14.6

6.1

12.5

16.0

市を跨ぐ利用者は、月平均240人で
全体の12.7％に留まっているもの
の、JR共和駅と名鉄前後駅の駅間
利用が一定数あることから、広域的
な路線の役割を果たしていると考え
られる。

《地域的・フィーダー的系統》
大府市循環バス、豊明市循環バス

バス車両の更新、バスロケー
ションシステムの導入、バス情
報のGTFS化などの利用促進
策を実施していく。また、豊明
市では、引き続き、市内の駅・
施設等に時刻表を配架する。

引き続き鉄道、船舶等の関係
機関と連携して、地域住民の
利用促進が進む取組みが必要
である。

2020年度中にホームページの
刷新を行い、利用者の利便性
に関する取組を進める。沿線
の大府市では、循環バスの路
線図・時刻表に横須賀線への
乗継箇所を明示する、また、東
海市ではコミュニティバスの時
刻表と合わせて路線バスの時
刻表を配布するなど、引き続き
利用促進を図る。

2020年度中にホームページの
刷新を行い、利用者の利便性
向上に関する取組を進める。
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